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JIS 規格ご利用者各位 
 
この規格票には，旧 JIS マーク表示制度による旧 JIS マーク(〄)が付されており，これは，旧制度に

基づき JIS マーク表示の対象として指定された品目であることを示しておりましたが，平成２０年

１０月１日からは新 JIS マーク表示制度となり，指定品目制度は廃止されております。 
 

平成２０年１０月１日 

（財）日本規格協会 
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 K 5663：2003 

合成樹脂エマルションペイント及びシーラー 
正 誤 票 

区分 位 置 誤 正 
本体 7.7.1 備考 ･･･に規定するフロート板ガラス及び

磨き板ガラスとする。 
･･･に規定する板ガラスとする。 

    
 図 1 表題 図 1 ブラシ植毛平面図の一例 図 2 ブラシ植毛平面図の一例 
    
 4.7.1 注（3） ･･･，JIS K 5600-1-4 の 6.3.3（溶剤洗浄

による調整）に規定･･･ 
･･･，JIS K 5600-1-4 の 6.2（溶剤洗浄に

よる調整）に規定･･･ 
    
 附属書付表 1 表題 附属書付表 1   附属書参考表 1  
    

平成 16 年 5 月 1 日作成 

 

 



K 5663：2003

（1）

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本塗料

工業会(JPMA)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによ

って JIS K 5663 : 2002 は，改正され，この規格に置き換えられる。

JIS K 5663 には，次に示す附属書がある。

附属書（規定）合成樹脂エマルションシーラー



K 5663：2003

（2）

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格　　　 JIS
K 5663：2003

合成樹脂エマルションペイント及びシーラー

Synthetic resin emulsion paint & Sealer

1. 適用範囲　この規格は，合成樹脂エマルションペイント及びシーラーについて規定する。

備考1. 合成樹脂エマルションシーラーに要求される事項については，附属書（規定）による。

2. 合成樹脂エマルションペイントには，ホルムアルデヒド系防腐剤，ユリア系樹脂，フェノー

ル系樹脂及びメラミン系樹脂のいずれをも含まないものとする。

参考 合成樹脂エマルションペイントは，合成樹脂エマルションと顔料を主な原料として作った液状

のものである。

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS A 5430　繊維強化セメント板

JIS K 2235　石油ワックス

JIS K 3302　固形洗濯石けん

JIS K 5500　塗料用語

JIS K 5600-1-1　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 1 節：試験一般（条件及び方法）

JIS K 5600-1-2　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 2 節：サンプリング

JIS K 5600-1-3　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 3 節：試験用試料の検分及び調整

JIS K 5600-1-4　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 4 節：試験用標準試験板

JIS K 5600-1-5　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 5 節：試験板の塗装（はけ塗り）

JIS K 5600-1-6　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 6 節：養生並びに試験の温度及び湿度

JIS K 5600-1-8　塗料一般試験方法―第 1 部：通則―第 8 節：見本品

JIS K 5600-2-7　塗料一般試験方法―第 2 部：塗料の性状・安定性―第 7 節：貯蔵安定性

JIS K 5600-3-2　塗料一般試験方法―第 3 部：塗膜の形成機能―第 2 節：表面乾燥性（バロチニ法）

JIS K 5600-3-4　塗料一般試験方法―第 3 部：塗膜の形成機能―第 4 節：製品と被塗装面との適合性

JIS K 5600-4-1　塗料一般試験方法―第 4 部：塗膜の視覚特性―第 1 節：隠ぺい力（淡彩色塗料用）

JIS K 5600-4-3　塗料一般試験方法―第 4 部：塗膜の視覚特性―第 3 節：色の目視比較

JIS K 5600-4-6　塗料一般試験方法―第 4 部：塗膜の視覚特性―第 6 節：測色（色差の計算）

JIS K 5600-5-11　塗料一般試験方法―第 5 部：塗膜の機会的性質―第 11 節：耐洗浄性

JIS K 5600-6-1　塗料一般試験方法―第 6 部：塗膜の化学的性質―第 1 節：耐液体性（一般的方法）

JIS K 5600-7-6　塗料一般試験方法―第 7 部：塗膜の長期耐久性―第 6 節：屋外暴露耐候性

JIS K 5600-7-7　塗料一般試験方法―第 7 部：塗膜の長期耐久性―第 7 節：促進耐候性（キセノンラン

プ法）




